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ス胸腺細胞を pHrodo を用いて標識した。pHrodo は酸性条件下でのみ蛍光を発
色するため、酸性に保たれている細胞小器官リソソームに pHrodo 標識細胞が
貪食ののちに輸送された場合に、シグナルが検出可能となる。pHrodo 標識アポ
トーシス細胞を C57BL/6 マウスに経静脈的に投与し、30 分後の脾臓間質細胞
をフローサイトメーターを用いて解析した。 
	 また、免疫応答を誘導する際に広く用いられるアラムアジュバント (Alum) 
が、細胞障害活性を持ち、細胞死を誘導することが知られている。そこで、抗
原（NP-CGG）と Alum を C57BL/6 マウスに腹腔内投与し、免疫応答誘導後（２
週間）の脾臓間質細胞をフローサイトメーターを用いて解析した。アポトーシ
ス細胞の特徴である DNA の断片化を認識する TUNEL 染色法を用いて、貪食
されたアポトーシス細胞を検出した。 
	 濾胞内におけるアポトーシス B 細胞の貪食を評価するために、B 細胞特異的
に発現する CD19cre と cre/loxp システムを用いて、B 細胞特異的に EGFP を
発現する CD19cre・Z/EG マウスを樹立した。これにより、B 細胞を貪食した細






pHrodo の蛍光強度を測定したところ、コントロール群である pHrodo 染色非ア
ポトーシス細胞投与マウスより単離した脾臓間質細胞と比較して、血管内皮細
胞(BEC)分画および辺縁細網細胞（MRC）分画において有意に pHrodo の蛍光
強度が上昇していた。NP-CGG/Alum 投与の系においても、BEC および MRC
において TUNEL の蛍光強度が上昇していた。定常 CD19cre・Z/EG マウス由
来間質細胞においては、いずれの間質細胞においても GFP 陽性分画は認められ
なかった。しかし、NP-CGG/Alum 投与 CD19cre・Z/EG マウス由来の脾臓間
質細胞を解析したところ、BEC 分画においては GFP 陽性分画が確認できなか
ったが、CD31 陰性分画において GFP 陽性となる分画が観察されたため、アポ
トーシス B 細胞の貪食には MRC が関与していることが示唆された。 
	 本研究では二次リンパ組織である脾臓の間質細胞のうち、BEC および MRC
が免疫応答誘導時において貪食細胞として機能していることが示された。BEC
は血液循環中のアポトーシス細胞の貪食を行っており、一方で、MRC は濾胞内



























	 本研究では、脾臓間質細胞の中で、BEC および MRC がアポトーシス細胞の
貪食能を有していることを明らかにした。BEC は血液循環中のアポトーシス細
胞を貪食しており、MRC は濾胞において発生するアポトーシス B 細胞を貪食し
ていることが示唆された。これは、間質細胞がアポトーシス細胞を迅速に処理
することで自己抗原の漏洩を防ぎ、自己免疫応答の発症を抑制している可能性
を示唆している。 
 
